
かもっとうき

貨物等級の査定基準を{ïi)に求めるかについて巡r'l負担力主義 る。ウ アお よ びイによる引上げは重復して行うこ とな く ， 総

C lil!i他等級主義) ， illiWJ)引il!i主義およ びこの両者の折中主義の 3 合(I(Jに行う。

説がある。 2 特別等級査定基準

巡i1負担力主義とはlilli怖の高 L、貨物は低い貨物より主m負担 巡賃負担 -)Jによ っ て一般的に公共性を考慮しでもなお足りな

力が大きく ， また巡送価値も大きいから7話術の運賃を諒するよ いつぎの貨物に対しては， 重ねて公共性を考慮して特別等級に

うに等級を定むべきであるという説である。原価主義は各貨物 編入する。

を主E送する場合に鉄道で裂する原仰を基準にして等級を定むべ 川 一般社会生活上日常不可欠の消費物資 これに属する貸

しとする説であり ， 折中主義はこの両者を併用すべしとするも 物は米， 表，小麦粉， 生野菜，みそ，しょう油， 大衆鮮魚，薪炭

のである。 等日 常生活に不可欠の程度が と くにいちじるしいものにかき.る。

国鉄の現行貨物等級制度においては， 公共性を尊重して巡賃 (2) 特定産業に対する考慮 調整すべき貨物の範囲および調

負担力に重点をおき ， 運送原価については，通常の運送m(ji町よ 整の程度は，運賃負担力および211送原備によって査定された瞥

りとくに多く要するものについてのみ考慮して普通等級を決定 i通等級の結果によって考慮する。ー」貨物等級表の編成。普通

する。さらに以上によって普通等級を査定した紘一来， 一般社会 等級。特別等級。(片山伊与吉)

生活上日常不可欠の消費物資ならびに特定産業に対していち じ かもっとうきゅうしんぎかい 貨物等級審議会 貨物等級

るしい膨鋭、を与える場合には， 公共性にも と づく調整捕位とし の根本的な改正方針等を審議する国鉄総裁の諮問機関。

てこれらを特別等級に編入する。しかしこの場合特定産業に対 貨物等級は国鉄総裁かぎりで決定されるけれども，根本的な

して特恵を与えたりして公正を欠くことのないように注恕して 改正を行うときは一般産業経済界に広範な彪響を与えるので，

いる。 このような諮問織関を臨H寺に設i註して ， その答申にもとづいて

l 普通等級査定基準 公平をlYJするこ と にしたものである。昭和 27 ・ 2 国鉄総裁逮第

(1) 巡t't負担力にもとづくもの 1 09 号により設置され同 28 ・ 4 達第 240 号に より廃止された。

ア価 格一定期間(現行のものは昭和 27 ・ 9 ・ 1 現在)の

全貨物の1問機を調査し， これを品目 別に加1m:平均して 1 t 当り

佃l絡を算出し，つぎの表に当てはめて等級を求める。 1 t 当り

(間協の算式はつぎによる。

l ,000 Ckg) 
1 t 当り {困絡=貨物 l 似の伽絡×

貨物 1 個の重量 Ckg)

貨物 11聞の伽絡
~.~:: ;:;::..:;::: Xl ,QOO 
貨物 1 個の重量
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上の fill i .1名はつぎによる。

(乃 発以貨11工来ìJJl'し ft聞協による。必要により器地filIT絡をも参

しゃくする (イ) 荷造込lil!i怖により，反復使用する荷造の費用

は，平均使用回数でt:li分(あんぶん)したものによる (め季節

的に fil!i fí告の i皮切Jのいらじる しいものは iJ'，Jï1I!YJにおける平均価絡

による (ヱ) 1 品目のう ち銘柄によって filli怖のいちじるしく iî~

なるものは，鉄道 IH 1:tm の加lí市ー平均 lilli陥による (オ) ~jl1 :lil当

り filli怖による (効 税込!日Ií怖による (キ) 製品制liF掛から原料 liHí

絡を控除したものは考慮しない。

イ Jll 途 (7) 貨物の用途によって等級を引上げること

は!日(JlIJ として行わない (イ) 貨物の用途によって等級を引下げ

るものは，公共性にもとづく調整措置により考慮される貨物に

|限定し ， 特別iti汲に編入する。

ウ 主rø官貨物との均衡問 出1雪量の少ない類~I~の貨物は同

ーや級とする (イ) 品自分類を行った結果，出貨設のいちじる

しく少ない伐余の貨物はしその他1 として同一等級とする。

(2) 見ß送l町田lにもとづくもの ア危険負担の程度が訂い火

薬類その他の危険1111およびit重品に対しては，その程度に応じ

てや級を引上げる イ 迎輸上特別11-)-置を講ずる必要ある火薬

類その他の危険品， 武重1111および生動物に対して等級を引上げ

一一一 256

貨物等級若手談会の審議経過はつぎの と おりである。

l 国鉄総裁が委嘱または任命した委員 35 名で組織され，

その委員の互選により正副会長各 l 人が↑泣かれた。

2 審議会は会長が必要に応じてこれを招集し委員の過半数

の出席で議事を行い，出席委員の過半数で議事の決定を行う方

法によった。

3 II tl和 27 ・ 4 ・ 17 の第 l 回委員会から IIH和 27 ・ 12 ・ 27 まで 24

凹にわたり委員会・幹事会主?で議事を行い，貨物等級の構成基

準と ， 貨物等級の査定方法の 2 答申を行った。

4 11百荊] 28 ・ 2 ・ 1 改正笑施の国鉄貨物運賃改正は，この答申に

よる貨物等級査定にもとづいて行われた。(片山伊与吉)

かもっとうきゅうてきょうかた 貨物等級適用方 貨物等

級表に定める等級および品目の適用方法を定めた規定。

1 品目の適用順位

( 1 ) 危険品

(2) 普通品

7 1寺 f重品

イ 際立~ ・ 際木

ウ 貨物の名称をmいた品目

エ ⑪の印を十l けた品類中の品目

オ 自í)各号以外の相当品類中の品目

貨物を分類配列するに当っては，貨物の頭文字をとって五十

音順による )j法，原料品 ・ 半製品 ・ 製品I~I ~宇力fl工の程度による方

法， 産業部門別による方法， 月I途による方法等極々あるが， 基

準となるべきものは貨物の本質と用途の 2 つである。しかるに

すべての1~物はこの 2 つの要素をもっている関係上， どんな分

矧ブ'j;去によ っ ても一部の貨物が分野l上の 2 以上の 1日目に該当す

る給米になる。上記Ll l はこのような場合の適用順位を定め

たもので鈎 l に危険品，つぎにtf通品を適用する。普通品につ

いては特極品，模型 ・ 傑本の順とし，以下一般貨物にお よぶ。

危険品，特t.ill品等に対しては等級査定上特別の考慮を払ってお

り，かつ取扱上極々の lj，iJI浪を設けているので高順位にしている。

L ゥ 1 の貨物の名称と は貨物本来の名称のことで，おもに貨

物の木氏を茨わすものである。これは厳甲控泌~1には総

司才名Jう.，1Ji称Fω) ，集合名称，JI1途名，商品名等と対照的なものであるが，

等級適JlJ上はこれらの名称をm，、たものもある。 たと えば，乾




